
書式第１２号（法第２８条関係） 

事 業 報 告 用 
 

 

 

特定非営利活動法人 地球の友と歩む会  

 

１ 事業の成果 

 自然と共生し自立した社会を目指し、インドネシア共和国スンバ島の東スンバ県にて【有機農業研修】

【ライム栽培】【キノコ栽培】【水車ポンプ開発】を実施した。日本国内では活動報告や活動紹介、およ

び市民向けのイベントやボランティア会を実施した。 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【10,000】千円） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 
従事者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（千円） 

海外協力 
事業 

 

スンバ島農村部の所得向
上支援➀：スンバ島農村部
における所得向上のため
の有機農業グループ支援
事業 
 
目的：農業で生計を立てた
いと希望する人たちが農
業グループに参加し、正し
い野菜の作り方を学ぶ。農
業グループと野菜を購入
したい人とをつなげる組
織として、共同事業体を設
立する。参加する農家は各
自の役割（梱包、運送、調
理・加工、マーケティング、
会計等）を担い、自主的に
運営する。 
 
報告：参加農家は 100 世
帯。農業グループを 5つ組
織した。畑を整備してグル
ープごとに農業研修を実
施した。有機肥料製造場を
2つ設置した。参加農家は
野菜を栽培、収穫できるよ
うになり、近隣住人に販売
した。 
 
有機肥料の作り方など正
しいやり方を研修で学ん
だので、野菜を作れるよう
になった。収穫した野菜
は、トマト、キュウリ、ナ
ス、インゲン、ほうれん草、
ブロッコリー、キャベツ、
唐辛子など。 
唐辛子は1㎏ 500円で販売
した。トマト、キュウリ、
ナスは 1㎏ 100円～200円
で販売した。 

2024 年 4

月～2025

年 2月 

インドネ

シア東ス

ンバ県レ

ワ地区 

２ 

インドネ

シア東ス

ンバ県レ

ワ地区住

民 

500人 6,421 
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スンバ島農村部の所得向
上支援②：住民の生活向上
のためのライム栽培およ
び販売基盤構築事業 
 
目的：対象農家 100軒が自
立してライムを栽培し収
穫できるようになる。事業
計画 2 年目以降のライム
の販売・出荷に備え、全対
象農家は 25 軒ずつ 4 つの
農業グループに参加し、グ
ループで共同作業を行う
ことにより組織の運営を
学ぶ。 
 
活動報告：参加農家 100
世帯で農業グループを 5
つ組織した。ジャワ島から
ライムの苗木を 2,000 本
購入した。1 世帯 20 本ず
つ各自の畑の周りに将来
垣根になるように植え付
けた。植え付け方や植えた
後の苗木の世話などの研
修を行った。 
 
予定通り研修を行い、
2,000 本の苗木すべて植
え付けた。 
 

2024 年 4

月～2025

年 3月 

インドネ

シア東ス

ンバ県ム

バタプフ

村、 

カンバタ

ウンドゥ

ッ村 

２ 

インドネ

シア東ス

ンバ県ム

バタプフ

村、 

カンバタ

ウンドゥ

ッ村住民 

400人 

スンバ島農村部の所得向
上支援③：スンバ島農村部
住民の所得向上を目指し
たキノコ栽培事業 
 
目的：スンバ島でほとんど
作られていないキノコ（オ
イスターマッシュルーム）
を栽培する。スンバ島のレ
ストランは他島からキノ
コを高い値段で仕入れて
いるため、スンバ島産の新
鮮で安いキノコをスンバ
島の農家から購入できる
ようにする。 
 
活動報告：キノコ栽培設備
を作った。マラダスタッフ
と農業グループのリーダ
ー向けにキノコ作り研修
を行った。スマトラ島から
キノコ農家兼販売業経営
者を講師として招いた。収
穫、販売できるようになっ
た。 
 
キノコ作り研修参加者が
キノコの栽培方法を理解
し栽培できるようになっ
た。キノコが順調に生育
し、収穫、販売することが
できた。売上金は次の菌床
作りの材料を購入するた
め貯金した。 

2024 年 9

月～2025

年 2月 

インドネ

シア東ス

ンバ県レ

ワ地区 

２ 

 

インドネ

シア東ス

ンバ県レ

ワ地区住

民 

20人 



海外交流事業 

日本とスンバ島の若者に
よる水車ポンプ開発事業 
 
目的：水へのアクセスを確
保することにより住民が
抱える農業、貧困、衛生な
どの問題解決につなげる。 
 
活動報告：これまでポンプ
開発にボランティアで携
わっていた人たちをメイ
ンに 10 人の参加者が現地
に渡航して、スンバ島の人
たちと協力してポンプの
組み立てや実験を行った。
また、ワインガプ第三高校
への学校訪問や海岸での
清掃活動などの国際交流
を行った。 
 
ポンプの実験に成功し、3
メートル上の畑に水を汲
み上げることができた。ポ
ンプの組み立てや実験、高
校生との交流を通して日
本人とスンバ島の人たち
が友好関係を築いた。 
 

2024 年 9

月 15 日

～24日 

インドネ

シア東ス

ンバ県ワ

イ ン ガ

プ、ムバ

タカピド

ゥ村 

２ 

インドネ

シア東ス

ンバ県ワ

イ ン ガ

プ、ムバ

タカピド

ゥ 村 住

民、ポン

プ開発に

関心のあ

る日本人 

 

60人 
2,749 

国際理解促進
事業 

地球の友と歩む会が行う
活動や支援内容を伝える
講義、学習会、取材の受入
れ、広報活動を実施した。 
 
また国際協力に関心のあ
る方が日本から参加でき
る場としてボランティア
の受入れを実施した。 

2024年4

月 ～

2025年3

月 

日本国内 １ 

環境や国

際協力に

関心のあ

る 日 本

人、団体、

学校 

100人 830 

 

 

（２）その他の事業                    （事業費の総費用【    】千円） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

事業費 
（千円） 

実施せず  

  

  

  

  

  

 


